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１.環境影響評価方法書説明会の開催概要 

説明会の開催日時、開催場所及び来場者数は以下のとおりである。 

 

開催日時：令和6年1月25日（木） 18時00分～19時30分 

開催場所：仙台市岩切市民センター3階 第一研修室・第二研修室 

来場者数：17名 

 

２.説明会での質疑応答 

説明会での質疑応答は、方法書説明会開催概要等報告書のとおりである。 

 

３.環境影響評価方法書について提出された意見数 

仙台市環境影響評価条例第9条第1項の規定に基づく、方法書について提出された意見は1件であった。 

 

縦 覧 期 間：令和6年1月15日（月）から令和6年2月14日（水）まで 

意 見 書 の 提 出 期 間：令和6年1月15日（月）から令和6年2月28日（水）まで 
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様式第３号（第３条関係） 

 

方 法 書 説 明 会 開 催 概 要 等 報 告 書 

 

令和6年2月9日 

 

仙台市長 郡 和子 様 

 

住 所 東京都渋谷区千駄ヶ谷4丁目25番2号 

氏 名 株式会社フジタ 東日本開発事業部 

執行役員事業部長 増山 祐一 

 

 

仙台市環境影響評価条例第８条の２第４項の規定により，方法書説明会の開催に係る概要等を報告

します。 

 

対象事業の名称 （仮称）岩切物流施設新築計画 

対象事業の種類 大規模建築物の建設の事業 

方法書説明会開催日時 令和6年1月25日（木） 18時00分～19時30分 

方法書説明会開催場所 

施設の名称：仙台市岩切市民センター 3階 

第一研修室・第二研修室（収容人員110名） 

住 所：仙台市宮城野区岩切字三所南88番地の2 

参加した者の数 17名 

方法書説明会を開催しな

かったときはその理由 
― 

連絡先 

住 所 東京都渋谷区千駄ヶ谷4丁目25番2号 修養団ＳＹＤビル 

担当者 

所属 
株式会社フジタ 

東日本開発事業部 地域開発推進第二部 
電話番号 03-3796-2247 

氏名 岡田 光正 ＦＡＸ 03-3796-3103 

備考 

１ 方法書説明会の開催に係る公告を証する書面の写しを添付すること 

２ 方法書説明会において配付した資料を添付すること 

３ 方法書説明会の内容を記載した書面を添付すること 

４ 用紙の大きさは，日本工業規格Ａ４とすること 
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公告の方法 

① 新聞掲載：河北新報への掲載（令和6年1月18日）（添付1-①） 

② 新聞折込：河北新報、読売新聞、朝日新聞及び毎日新聞への折込（令和6年1月18日）（添付1-②,③） 

 

 

添付1 方法書説明会の開催に係る公告を証する書面の写し等 

 

添付1-① 新聞掲載 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

添付1-② 新聞折込の範囲 

市区町名 町丁目名 

仙台市宮城野区 

岩切、岩切一丁目、岩切二丁目、岩切三丁目、岩切分台一丁目、岩切分台三丁目、

田子、田子西一丁目、小鶴、小鶴一丁目、小鶴二丁目、小鶴三丁目、新田東一丁

目、新田東二丁目、新田東三丁目、新田東四丁目、新田東五丁目、新田三丁目、 

東仙台一丁目、燕沢、燕沢東一丁目、燕沢東二丁目、燕沢東三丁目、燕沢一丁目、

燕沢二丁目、燕沢三丁目、鶴ヶ谷東一丁目、鶴ヶ谷東二丁目、鶴ヶ谷東三丁目、 

鶴ヶ谷東四丁目、鶴ヶ谷六丁目、鶴ヶ谷七丁目、鶴ヶ谷 
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添付1-③ 新聞折込 

（表面） 
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（裏面） 
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添付2 方法書説明会において配付した資料 

・「（仮称）岩切物流施設新築計画 環境影響評価方法書 要約書」 

・「記載内容の訂正（正誤表）」（添付2-①） 

・「（仮称）岩切物流施設新築計画に係る環境影響評価方法書等の縦覧及び意見書の提出につい

て」（添付2-②） 

 

 

添付2-① 記載内容の訂正（正誤表） 
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添付2-② 方法書等の縦覧及び意見書の提出について 
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添付3 方法書説明会の内容 

 

（仮称）岩切物流施設新築計画 

環境影響評価方法書説明会の内容 

 

１．開会 

２．事業者挨拶 

３．方法書の説明（事業の概要、環境影響評価の概要、今後の手続きの流れ） 

４．質疑応答（以下「質疑応答の内容」に示すとおり） 

５．閉会 

 

質疑応答の内容 

 

番号 住民からの質問の概要 事業者の回答 

1 

利府街道は使用しないということか。物

資の搬入搬出はどこからなのか 

利府街道を使用しないということではな

く、計画地内の各街区の出入口は利府街道沿

いには設けず、利府街道から東北本線沿いの

道路に回り、そちら側から各街区に出入りす

る計画である、という趣旨でした。 

2 

東北本線沿いの道路は、現在3ｍか4ｍぐ

らいの狭い道路だが、そこから入るのか。 

土地区画整理事業で整備され、拡幅により

トラックが走行できるような広い道路になり

ます。 

3 

物流施設ができあがってからの車両の出

入り、環境、交通、排気ガスが問題であ

る。どこの交差点から入るのか。 

利府街道から直接計画地に入るとなると、

入る時に停止することになり、まとまった台

数になるとその後ろに渋滞が起きてしまいま

す。それを回避するため、東北本線側の道路

に引き込んでから計画地の出入りをさせま

す。引き込むのは、デイリーヤマザキがある

交差点です。 

4 

利府街道は歩道が片側しかなく危険なた

め、東北本線沿いの道路は、東仙台からの

自転車や歩行者のコースになっている。バ

イパスの方にあるスーパーまで通じてお

り、様々な人が利用している。また、東北

学院や宮城野高校などの生徒も利用してい

る。そこでトラックなどと鉢合わせになる

のではないか。 

土地区画整理事業により利府街道も整備し、

両側に歩道が整備されます。また、東北本線

線路沿いの道路は9ｍに拡幅されます。 

 

5 

確か、令和元年の9月19日の土地区画整理

事業の説明会では、47街区は長方形だった

と思う。それが今、羽子板のような形にな

ったのはなぜか。変更したという説明はあ

ったのか。 

47街区の形については、本事業ではなく、

土地区画整理事業の方で行ったものですが、

土地区画整理事業の設計の詳細を詰めたとこ

ろ、調整池の位置と47街区の形が変わったも

のです。 

これについては、土地区画整理事業の方で

事業計画の変更という手続きをしており、縦

覧という形で皆さんにご覧いただくような機

会が設けられていましたが、現在は終わって

います。 
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番号 住民からの質問の概要 事業者の回答 

6 

事前調査書で拝見したが、計画地内の下

水は下水管に繋げて処理するとのことだっ

た。下水道は南西の方に繋げるのか。どこ

に流すのか。 

土地区画整理事業の区域内の下水道のルー

ト等については、土地区画整理組合と仙台市

との協議のうえ、設計されています。 

本事業では、土地区画整理事業で整備され

た敷地に設置された公共下水道に接続しま

す。 

7 

 

47街区の横の調整池は、変更前より面積

が小さくなっている。調整量が減ると雨が

降った時に困ると思うが、情報は持ってい

ないか。 

平面図だと小さくなったように見えて心配

もあると思いますが、深さで調整していま

す。 

また、調整池の容量や放流量については、

仙台市とも協議を行っており、放流量をコン

トロールしつつ仙台市が認める量を放流する

設計にしています。 

放流量が増えるという心配はありません。 

8 

下水道の貯留槽はどこに設けるのか。 土地区画整理事業により、下水管が新設さ

れるため、各敷地内に整備される汚水桝を経

由して下水管に放流することとなります。貯

留槽は設けません。 

9 
調整池の水を計画地南側に放流させない

でほしい。 

ご意見として頂戴いたします。 

10 

物流施設の完成後、トラックが住宅地を

走行することによる排気ガスや騒音の発生

や、周辺には通学路があることを懸念して

いる。トラックが岩切小学校の前や狭い道

路を走行しないように制約を検討してほし

い。 

排気ガスなど、環境へ影響を及ぼす可能性

があることから、今後、どのような影響があ

るかを調べ、もし影響がある場合はどのよう

な保全措置を行っていくかということをアセ

スの手続きの中で検討していきます。 

また、現時点でトラック台数は確定してい

ませんが、今後、予測評価を行っていきま

す。さらに、供用後、トラックが走行し始め

た後に調査を行い、環境への影響を評価して

いきます。 

11 

FSRPC造とは、どのような構造なのか。 FSRPC造とは、株式会社フジタの特許工法

で、鉄骨造とコンクリート造を合わせたよう

な方法です。 

12 
建物高さは、最高高さか。 最高高さです。 

13 

駐車場台数が記載されているが、小型

車、大型車のサイズはどのくらいか。バー

スとは何か。 

小型車は、従業員の通勤車両を想定してい

ます。大型車は、物流施設に乗りつける前の

トラックが待機する場所の台数を示していま

す。 

バースとは、物流施設に乗りつけるスペー

スのことで、各階に存在し、記載の台数はバ

ースの合計台数になります。 
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番号 住民からの質問の概要 事業者の回答 

14 

緑地は敷地面積に対して何％か。 緑地は、基準で敷地面積に対して14％を設

けることとされています。現在、利府街道沿

いは一定の幅の緑地を確保し、14％＋αとな

る計画ですが、仙台市と協議中ですので確定

ではございません。 

15 

物流施設のトラックだけでなく、土地区

画整理事業でできる周辺のスーパーや住宅

の車の台数も加味して評価してほしい。 

土地区画整理事業の評価書でも行っていま

したが、周辺にできるスーパーや住宅から発

生する交通量も加味して予測・評価を行いま

す。 

16 

FSRPC造はフジタが建設するのか。 着工前に決定するため、現時点では未定で

すが、フジタ、他社のどちらの可能性もあり

ます。 

17 

24時間稼働になることで、夜間の騒音が

心配なので、考慮してほしい。 

昼夜で騒音の基準値が違いますので、基準

値を超えないように、対策を取っていきま

す。 

18 
物流施設完成後、出入りするトラックや

従業員は1日どのくらいか。 

出入りするトラック台数や従業員数は、今

後検討していきます。 

 


